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格納ファイルのすべてのエントリ
は、対応記事に移動するためのア
クティブハイパーリンクです。

チャプター間を移動するには、サイ
ドバーのアイコンをクリックする方
法もあります。

このユーザーガイドでは、Board と
いう用語は、オンプレミスのサービ
スに登録された Cisco Board ま
たは Board Pro を指しています。

Cisco Board は、スタンドアロン 
デバイスとして使用すること
も、Touch 10 または Room 
Navigator で制御することもでき
ます。このガイドは、Board をスタン
ドアロンデバイスとして使用する
場合について説明しています。

Board でタッチコントローラを使
用している場合は、『Cisco Room 
Series ユーザーガイド』の「タッチ
コントローラの機能」を参照してく
ださい。

注: このユーザーガイドで説明さ
れている機能の一部は、特定の市
場ではオプションである場合があ
り、お使いのデバイスに適用され
ない場合があります。
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Cisco Board シリーズと Board Pro 
は、新しい RoomOS 11 オペレーティ
ングシステムをサポートしています。

最も使い慣れた機能は RoomOS 11 
でも以前と同じように動作しますが、
一部の機能は変更されているか、また
は異なる場所でアクセスします。新し
い機能も利用できます。

このガイドでは、Board シリーズと 
Board Pro の RoomOS 11 ユーザー
インターフェイスで確認できる新機
能の一部と既存の機能の変更につい
て説明します。

RoomOS 11 のユーザーエクスペリ
エンスの詳細については、 
https://help.webex.com/n01kjh1/ 
を参照してください。

RoomOS 11 の概要

RoomOS 11: 基本的なナビゲーション
概要

ホーム画面と開いている
アプリにアクセスするに
は、下の柄で上にスワイプ
します。これにより、タスク
スイッチ機能が開きます。

タスクスイッチ機能は、通話中か
どうかに関わらず、開いている
アプリを表示します。ラップトッ
プが接続されている場合は、そ
の画面がタスクスイッチ機能に
表示されます。

セッションで作成したホワイト 
ボードは、タスクスイッチ機能で
個別のアプリとして開きます。

[ファイル（Files）] ボタンをタッ
プすると、デバイス上に作成し
たすべてのホワイトボードと、デ
バイスで使用可能な他のファイ
ルが表示されます。

一部のアプリは、ダイアログとし
て開きます。ダイアログの上端
をタッチしたまま移動します。ダ
イアログの外側をタップして閉
じます。

全画面アプリを閉じるには、画面
下部から上にスワイプします。次
に、閉じたいアプリのプレビュー
画像を上にスワイプします。

ボタンの下の点は、オフス
クリーンにさらにボタン 
があることを意味します。
スワイプしてそれらを表
示できます。

デバイス名をタップする
と、そのデバイスの連絡先
情報が表示されます。

このボタンをタップする
か画面の右側からスワイ
プして、コントロールパネ
ルを開きます。

https://help.webex.com/article/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-Desk-and-Room-Devices
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会議室やクワイエットルームに
配置され、CUCM （Cisco Unified 
Communications Manager）の元で
稼働している Boards では、自分の個
人資格情報を使用してデバイスにロ
グインすることができます。

次に、CUCM は自分宛のすべての着
信コールを特定のビデオデバイスに
ルーティングします。

エクステンションモビリティからログ
アウトすると、[発着信履歴] リストはデ
バイスからクリアされます。

Extension Mobility について

自分の資格情報を使用してサインインする
概要

Extension Mobilityボタンをタップします。

ボタンが表示できない場合は、ホーム画面のボタンを
左にスワイプします。

ユーザー名と PIN コードを入力し、[ログイン] をタッ 
プします。サインインが成功したことが表示されます。

1 2

3

ログアウトするには、[サインアウト] をタップします。
ボタンが表示できない場合は、ホーム画面のボタンを
左にスワイプします。
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RoomOS 11: コールの制御
ビデオ通話

通話中に画面をタップして通話制御を表示します。

[ミュート/ミュート解除（Mute/Unmute）]、[ボリューム
（Volume）]、[ビデオの開始/停止（Start/Stop video）]、および  
[ミーティングを終了（Leave meeting）] などの標準ボタンに加
えて、通話中に必要なその他のコントロールはすべて画面下部の同
じ場所にあります。

• レイアウトメニュー。ミーティングのスタイルに合ったレイアウト
を選択します。

• セルフビュー。手動カメラ制御とオプションを開いて、セルフビュー
を変更および移動します。

• 共有。共有オプションを開きます。
• 参加者リスト。現在の通話で参加者のリストを開きます。参加者

をタップすると、使用可能なオプション（[お気に入り（Favorite）] 
など）のオプションが表示されます。主催者/共同主催者は、[通話
から削除（Remove from call）]、[承認（Admit）]、およびミュー
トオプションなどの追加のオプションがあります。

• 詳細。[詳細] をタップすると、ミーティングのロック、マイク設定（
コントロールパネルでも使用可能）、参加者の追加、キーパッドを
開くなどのその他のオプションを表示できます。

通話中にラップトップ画面を表示する
デスクデバイスをラップトップ画面の拡張として使用するには、ラッ
プトップを HDMI または USB-C ケーブルで接続します。タスク 
スイッチ機能にラップトップ画面が表示されます。

通話中にラップトップ画面を表示するには、タスクスイッチ機能で選
択します。フィルムストリップに通話とプレゼンテーションが表示され
ます。ラップトップのプレビューを小さくしてコールを大きくするには、
ラップトップのプレビューの上にある柄から下にドラッグします。フィ
ルムストリップをタップしてドラッグすると小さな浮動ウィンドウに変
わります。これは画面上の指定された領域にドラッグアンドドロッ 
プできます。
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着信音を変更し、着信音の音量を調
整するには、Board のコントロールパ
ネルを開いて、[デバイスの設定] を 
タップします。[着信音と音量] にスク
ロールします。リストから着信音を選
択し、スライダーを使用して音のレベ
ルを設定します。

着信音と音量

音声設定
ビデオ通話

通話中かどうかを問わず、マイクのオプションから次の音声設定が
使用できます。これらの設定のいずれかをオンにするには、デバイ
スのコントロールパネルを開き、[マイク] をタップします。オンにす
るオプションをタップします。いずれも必要ない場合は、[中立] を 
タップします。

ノイズ除去
ノイズ除去を使用して、通話中に煩雑なノイズを排除することがで
きます。特に、共有スペースまたはホームオフィスでは、ノイズ除去
が便利です。

音声の最適化
通話中に背景雑音を除去し、自分の声だけを拾い上げ、近くで話し
ている他の人の音声を抑えます。

マイクのテスト
音声を録音および再生することで、デバイスが正しく音声をピッ 
クアップしていることを確認し、ノイズ除去設定の有効性をテストし
ます。

音楽モード
ミュージックモードを使用すると、通話中に、音楽のダイナミックレン
ジを流すことができます。これにより、音楽のニュアンスを聞くのが
重要な設定で、より良いエクスペリエンスが作成されます。

音楽モードは、リモートミュージックのレッスンや楽器のテスト、およ
びすべての範囲の音楽を聞くことが重要な場合に便利です。デバイ
スは依然として、エコーキャンセレーションと環境背景雑音のリダク
ション機能を使用して、パフォーマンスを損なうことなく外部装置を
使用する必要を回避しています。

ミュージックモードを使用していない場合は、デバイスによって雑
音がフィルタリングされ、音声のレベルの違いが減少します。これに
より、ミーティングの設定に対応し、気を散らすノイズを減らすこと
ができます。デバイスを使用して録音された音楽を再生する場合に
も、追加のフィルタリングが適切に機能します。

音楽モードを使用するには、まずデバイスで音楽モードを有効にし
ます。コントロールパネルを開き、[デバイス設定] をタップします。ス
クロールし、[音楽モード] を選択します。オンまたはオフに切り換え
ます。

メモ：音楽モードとノイズ除去は同時に使用できません。
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連絡先リストは、次の 3 つの部分から
構成されています。

お気に入り。これらの連絡先はユーザ
によって配置されています。頻繁に通
話するエントリや、迅速にアクセスす
る必要があるエントリを登録します。

ディレクトリは通常、ビデオサポート
チームによってデバイスにインストー
ルされた社内ディレクトリです。

発着信履歴は、発信、受信、不在着信の
リストです。

次のオプションが適用されます。

• 名前、番号、または URL を入力す
ると、デバイスはすべてのリストで
検索します。

• お気に入りリストにエントリを追加
することができ ます。発信する前
にエントリの内容を編集したり、 
コールレートを変更したり、発着
信履歴からエントリを削除するこ
とができます。

連絡先リストについて

連絡先リストから発信する
ビデオ通話

[通話（Call）] ボタンをタップします。 [お気に入り]、[最近の履歴]、または [電話帳] をタッ 
プして下にスクロールし、コールするエントリを探し
ます。

1 2

3 4

そのエントリをタップしてから、緑色の [通話] ボタン
をタップします。

通話が発信されます。通話を終了するには、赤色の  
[通話を終了する] ボタンをタップします。
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発信する前に、連絡先リストにある 
エントリを編集する必要がある場合
があります。また、プレフィックスやサ
フィックスを追加したり、それ以外で
は適切なエントリに変更する場合も
あります。

エントリ編集について

発信する前に連絡先を編集する
ビデオ通話

通話ボタンをタップします。編集するエントリ見つけ、
そのエントリをタップします。

連絡先カードの [詳細] （...）ボタンをタップします。

1 2

3 4

[編集とダイヤル] をタップします。 キーボードを使って編集し、緑色の [通話] ボタンを 
タップして発信します。
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連絡先にリストされていない相手に
電話するには、画面に表示される仮想
キーボードを使用して名前、アドレス、
または番号を入力します。

以前にコールしてきた人や、コールし
た人は、[最近の履歴] リストに表示さ
れ、任意のコールを [お気に入り] リス
トに追加できます。これについては、「
連絡先」で説明しています。

場合によっては、内線にアクセス、ま
たは暗証番号を提供するために、コー
ル中に番号を入力する必要がある場
合があります。この場合は、通話コント 
ロール内の [キーパッド] ボタンをタ
ップして、キーボードを開きます。

最近の履歴をクリアできるのは、Web 
インターフェイスからのみであること
に注意してください。

発信について

名前、番号、またはアドレスを使用して発信する
ビデオ通話

[通話（Call）] ボタンをタップします。 [検索] フィールドをタップします。これにより、キーボー
ドが開きます。

1 2

3 4

名前、番号、またはアドレスを入力します。入力したとお
りに、一致するものや候補が表示されます。正確に一
致するものがリストに表示されたら、それをタップしま
す。表示されない場合は入力を続けます。

連絡先を見つけて選択したら、緑色の [通話] ボタンを
タップして通話します。
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• ユーザからコールがあれば、その
コールを受け入れる、拒否する、あ
るいは無視するかのいずれかにな
ります。

• 通話を拒否すると、通話中の情報
が発信者に送信されます。

• コールを無視すると、発信者はこ
のことを、不在として認識します  
(コールに応答しなかった場合)。

• ビデオインフラストラクチャを使用
すると、複数の着信を受信できま
す。貴社のビデオサポートチームに
ご照会ください。

着信があった場合

着信コール
ビデオ通話

着信通話に応答するか拒否するかに応じてタップ 
します。

ビデオ インフラストラクチャで許可されている場合
は、複数の着信を受信できます。既存の通話に追加す
るか、あるいは拒否するかを選択できます。

1 2
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すでに通話中の場合は、特定の状況
下で別の着信通話を受け入れること
ができます。

オプションについて

別のコール中にコールを受信する
ビデオ通話

追加: デバイスが CUCM 下でアド
ホック電話会議を実行している場合
は、参加者を追加することができます。 着信通話を拒否

し、続けている通
話を続行します。

新しい着信
の ID。

承認して保留：発信に応
答し、現在の通話を保留に
します。
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通話中に [通話を終了する] をタップ
すると、通話から切断されます。2 者
だけがコールした場合は、このコール
は終了します。

複数の参加者がいる会議電話では、 
[通話の終了（End call）] をタップ
すると、ユーザーが通常の参加者で
ある場合にのみ、参加が終了します。

ただし、自分がこの電話会議のホス
トである場合、[通話の終了（End 
call）] をタップすると、電話会議の種
類によっては電話会議全体が終了す
ることがあります。

切断について

通話から自身を切断する
ビデオ通話

通話から自分を切断するには、[通話を終了する] をタップします。
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通話の保留は通常、通話を別の人に
転送する際に行われる最初のステッ
プです。ビデオの送信を停止する場
合も、ミュートの代わりに保留を使用
することができます。

保留について

コールを保留にし、保留中のコールを再開する
ビデオ通話

通話中に 保留をタップします。最初に [詳細] をタップ
する必要がある場合もあります。

[再開] をタップして、通話状態にあった相手に戻ります
（元の操作に戻ります）。

1 2
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継続中のコールを別の人に転送する
ことができます。転送する際に必ず発
信先の人と話して、転送してもよいか
どうかを確認することができます。

転送について

継続中のコールを転送する
ビデオ通話

[詳細] をタップし、[転送] をタップします。これにより、
現在の通話が保留になります。

連絡先を検索します。

1 2

3 4

緑色の [通話を転送する] ボタンをタップします。相手
と話して転送が行われたことを確認します。転送先で
は保留中のままになります。

[転送を完了] をタップします。
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着信コールに応答しないようにデバ
イスを設定することができます。他の
人にも発信することができます。

ビデオサポートチームがこの機能の
タイムアウトを設定していて、その後
デバイスが着信通話に応答して通常
どおり応答するようになっている可能
性があります。デフォルトのタイムアウ
ト設定は 60 分です。

ビデオ サポート チームによって、こ
の機能へのアクセスが無効になっ
ている場合があることにご注意くだ
さい。

応答不可について

着信拒否を有効にする
ビデオ通話

ホーム画面の左上隅のデバイス名をタップします。 サイレント（DND）に切り替えます。この設定を無効
にするには、もう一度タップします。

1 2
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デバイスで有効にした場合、ボイスメ
ールまたは別の受信者のいずれか
を選択して、すべての通話を転送で
きます。

管理者は、表示されている一連のメ 
ニューとオプションへのアクセスを 
無効にできます。

通話の転送について

すべてのコールの自動転送
ビデオ通話

ホーム画面の左上隅のデバイス名をタップします。 [不在転送] エントリを選択します。連絡先を検索して選択し
ます。次に、緑色の [転送] ボタンをタップします。コールの転
送を停止するには、同じメニューを開き、[転送の停止] エント
リ を選択 します。

1 2
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通話中に、内線にアクセスできるよう
にするか、または何か（たとえば、PIN 
コードを入力）に入れるようにするの
に、番号を送信するように求められる
ことがあります。

番号を入力するには、タッチ画面の 
キーパッドを開きます。

通話中にキーパッドを使用
する

通話中にキーパッドを開く
ビデオ通話

通話中に画面をタップして通話制御を開きます。次に、[キーパッド] ボタンをタップします。
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ネットワークには、複数の参加者とビ
デオ会議を開始する機能が装備され
ている場合があります。

デバイスでサポートされる参加者の
最大数は、設定とビデオのインフラス
トラクチャによって異なります。これ
を確認するには、ビデオ サポート チ
ームへ問い合わせてください。

ビデオ会議を開始するには、参加者
に一人ずつコールします。

ビデオ会議について

継続中の通話に参加者を追加する
ビデオ通話

通話中に画面をタップして通話制御にアクセスし、[追
加] をタップします。

次に呼び出す相手を探します。

1 2

3 4

連絡先の [追加] をタップします。 コール制御で [マージ] をタップして、新しい通話を既
存の通話に追加します。電話会議が確立しました。

ビデオインフラストラクチャの許容する範囲で、この
手順を繰り返すことができます。
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ビデオデバイスからビデオ会議を行
う機能はオプション機能であり、お使
いのデバイスで利用できる場合とで
きない場合があります。

会議から参加者を切断できるのは会
議のホストのみです。

ビデオ会議について

電話会議から参加者を切断する
ビデオ通話

通話中に画面をタップして通話制御を取得します。次
に、[参加者] ボタンをタップします。

ミーティングからドロップする参加者をタップします。

1 2

3

[コールから削除] をタップします。
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ロックされている CMS ミーティング
では、参加者を参加者一覧からミー 
ティングに参加させることができます。

参加者の許可について

参加者をミーティングに許可する
ビデオ通話

ロビーで待機している人がいる場合、通話中に通知さ
れます。

画面をタップして通話制御を取得します。次に、[参加者] ボ 
タンをタップします。

1 2

3

[許可] をタップして待機中の参加者をミーティングに
参加させます。
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CMS ミーティングでは、ミーティング
の参加者全員にとって重要であると
してミーティングの参加者を固定す
ることができます。このようにすると、
参加者または会議室にアクティブな
スピーカーでなくても、全画面に表示
されます。

スピーカーを固定すると、そのスピ
ーカーが固定されていることを示す
通知が画面に表示されます。同様に、
固定を解除すると、それらの固定が
解除されたというメッセージが表示
されます。

音声のみの参加者を固定する場合、
この設定はレイアウトには反映され
ません。

デフォルトでは、ホストのみがすべて
を固定できますが、ミーティングの開
催者は会議の設定でこれを変更する
ことができます。

スピーカーは、CMS ミーティングで
のみミーティング全体に対して固定
できます。

スピーカーの固定について

ミーティングでスピーカーを固定する
ビデオ通話

通話中に画面をタップして通話制御を取得します。次
に、[参加者] ボタンを タップします。

固定する参加者をタップします。

1 2

3

[すべてをピン留めする] をタップします。
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会話を中断せずに質問やコメントを
他の人に知らせるには、[挙手] ボタン
を使用します。

ミーティングのホストと他のユーザ
の両方に、誰かが挙手したという通知
が画面に表示されます。フルネームを
含む通知が最初の挙手について表示
されます。

その後、挙手アイコンに、手を挙げ上
げた回数が表示されます。

参加者リストを開き、どの参加者が手
を上げたのか確認します。手を上げ
た参加者は順番にリストの一番上に
表示されるので、誰が最初に手を上
げたのか簡単に確認できます。

挙手は 2 名を超えるミーティングで
利用できます。

挙手は CMS ミーティングで利用で
きます。

挙手について

ミーティングで挙手する
ビデオ通話

ミーティング中に、画面をタップして通話制御を開き
ます。その後、[挙手] ボタンを タップします。

手を下げる場合は [手を下げる] ボタンをタップしま
す。この場合、名前の横にある参加者リストからアイコン
も削除されます。

1 2
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最近の通話のトラブルシューティング
を行うには、[最近の通話] リストから
通話詳細を見つけることができます。

通話詳細について

最近の通話の通話詳細を検索する
ビデオ通話

[通話] ボタンをタップし、[最近の履歴] リストのエント
リを選択します。

[詳細] をタップします。

1 2

3 4

次の画面で、[通話詳細] をタップします。 リストを下方向にスクロールして詳細を確認します。 
[戻る] 矢印をタップして、詳細画面から離れます。
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Cisco Proximity 機能を使用すると、
コンピュータから Cisco デバイス上
のワイヤレスでコンテンツを共有で
きます。また、自分のスマートフォン、
タブレット、PC、または MAC を使用し
て、ビデオデバイスのコールを制御す
ることもできます。

次の条件に従ってください。

App Store または Google Play か
ら、Cisco Intelligent Proximity アプリ

（無料）をダウンロードする必要があ
ります。

Windows または OS X を使用して
いる場合は、https://proximity.cisco.
com/ (英語) にアクセスしてください。

ビデオサポートチームでは、使用可能
な機能を全部または一部有効化して
いるか、まったく有効化していない可
能性があります。

Proximity では、超音波を使用してユー
ザーを接続します（詳細は左）。コンピ 
ュータ、電話、タブレットのマイクをふさ
がないようにしてください。

ドアを閉め切った場合は、Proximity 
は会議室外では機能しませ
ん。Proximity を使用するには、ビデオ
エンドポイントの近くにデバイスを接
続する必要があります。

プライバシー上の必要がある場合
は、会議室のドアを閉め、盗聴されな
いようにします。

Cisco Proximity について

Cisco Proximity の超音波信号
シスコ プロキシミティ設定

Cisco デバイスは、近接機能の一部として超音波を発しています。業
務用または商用アプリケーション、家電製品など、ほとんどの人は毎
日さまざまな環境で、程度の差はあれ超音波にさらされています。

人によっては空中の超音波によって何らかの影響を自覚する場合
もありますが、75 dB 未満の音圧レベルで影響が生じることはほとん
どありません。超音波の制限に関するガイドラインは国によって大き
く異なります。Cisco 近接通信信号が出力される 20 kHz あたりの周
波数帯で検出される 75 dB の音圧レベルは、現在の制限における
最小値となっています。

この情報の参考資料として、カナダ保健省のガイドライン  
http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-
code_24-securite/index-eng.php#a2.2.2 (英語) をご覧くだ 
さい。

120 dB 未満の音圧レベルでは永続的または一時的な難聴はどちら
も発生していないと、このガイドラインでは述べられています。

個人使用の Cisco デバイスの場合、超音波の音圧レベルは 70 dB 
未満で 20 cm 以上の距離にあります。スピーカーから 20 cm 以上
です。

ほとんどの現実的なケースでは、ユーザの耳の位置でのレベルは、
スピーカーの指向性、距離減衰、一般的な会議室での高い高周波数
吸収率によって、これらの最大レベルよりはるかに低くなります。この
レベルは、可聴音についてミーティングスペースの一般的なバック
グラウンド/環境ノイズ レベルから通常のスピーチのいわゆる会話
レベルまでさまざまです。

したがって、人間が近接通信の信号に連続的にさらされても安全で
あると考えられます。ほとんどの人は、信号の存在に気付かず、信号
の影響を受けません。ただし、特に急性の高周波聴力を持つ一部の
個人は、この信号が聞こえます。この状況はほとんどの場合、スピー
カーの正面かつ近傍で起こります。

犬などの動物は、可聴周波数範囲が広いため、近接通信の信号が聞
こえます。

ただし、音の影響はレベルに依存し、犬の可聴レベルの範囲は人と大
きくは異なりません。20 kHz での犬の可聴しきい値は 0–10 dB と
低く、最も感度の高い周波数範囲での人の耳のしきい値と変わりま

せん。

シスコは、信号が犬に影響を及ぼす可能性についてテストや検証を
行っていません。レベルが制限されているため、犬に信号が聞こえる
ことが明らかであるとしても、犬にとってわずらわしいものではない
と信じられています。

オフィスまたは会議室にいる犬は、通常のバックグラウンドノイズと
同等のレベルまたはほとんどの会話レベルの超音波を受けることに
なります。当社の製品にこの機能を搭載したここ数年間で、信号によ
って動物が影響を受けたというレポートはありません。

ただし、超音波を使用する犬撃退デバイスが存在していることから、
超音波が犬に及ぼす影響について疑問を持つことは当然のことで
す。これらのデバイスは通常、不快ではあるが無害な超音波を使用
していると主張しています。Cisco は、犬撃退デバイスの設計につい
て見識はありませんが、このようなデバイスの仕様を調べると、その
レベルが 100 dB 以上であることが多いことがわかります。

シスコのビデオコーデックをサードパーティ製のスピーカーシステ
ムと組み合わせて使用するソリューションについては、シスコは超音
波の音圧レベルを制御できません。ほとんどの場合、必要なスピー
カー感度および周波数応答によって、音圧レベルは 75 dB の制 
限未満になります。しかし、過剰な信号の外部増幅を行う、またはス
ピーカーシステムが高周波を強調するものであった場合、この制限
を超えた音圧が出力される可能性があります。

https://proximity.cisco.com/
https://proximity.cisco.com/
http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-code_24-securite/index-eng.php#a2.2.2
http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-code_24-securite/index-eng.php#a2.2.2
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USB-C または HDMI ケーブルで PC とデ
バイスを接続して Cisco デバイスのコン
テンツを共有するか、Webex アプリ、Cisco 
Proximity、Proximity、または Miracast® とワイ
ヤレスで共有します。ホワイトボードをコール参
加者と共有することができます。

Miracast® が有効な場合、クライアントを使用せ
ずにコンテンツをラップトップから Cisco デバ
イスにワイヤレスで共有できます。通話中のと
きでも通話中でないときでもこの機能は動作し
ます。通話を共有するには、まずコールを開始し
ます。Miracast の詳細については、https://help.
webex.com/kfdwufb/ を参照してください。

ワイヤレス共有については、このガイドの「“シス
コ プロキシミティ設定” （ページ）26」を参照
してください。

カメラがオンの場合、会議室でプレゼンを行っ
たのと同じ方法で、コンテンツの前に自分を表示
できます。ラップトップを HDMI または USB-C  
ケーブルで接続します。コール制御で [共有] ボ
タンをタップします。[プレゼンテーションの前
面に表示] をオンに切り替えて、[通話での共有] 
をタップします。画面上で画像を任意の場所にド
ラッグ&ドロップし、画像をつまんでズームして 
サイズを変更します。

ケーブルを使用して通話外で共有するには、送
信元を接続して、スイッチがオンに設定されてい
る必要があります。デバイスにコンピュータ画面
が表示されます。共有を停止するには、デバイス
画面の下部から上にスワイプして別の画面を選
択するか、ソースを切断します。

コンテンツ共有について

通話中にコンテンツを共有する
コンテンツ共有

ケーブルを使用する場合は、ソースを接続し、スイッ 
チがオンになっていることを確認します。通話中に画
面をタップして通話制御を取得し、[共有] ボタンを 
タップします。

ソースを選択します。[表示] をタップしてプレビューし
ます。まだ誰もコンピュータの画面を表示できません。
準備ができたら [共有] をタップします。または、[通話
での共有] をタップして、すぐに共有します。

1 2

3

コンテンツの共有を停止するには、[共有を停止
（Stop sharing）] をタップします。

https://help.webex.com/kfdwufb/
https://help.webex.com/kfdwufb/
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デジタルホワイトボードには Cisco  
Board シリーズまたは Board Pro デ 
バイスを使用できます。

ホワイトボードを開くには、ホーム画 
面の [ホワイトボード] ボタンをタッ 
プします。

スタイラスまたは指を使用して書き 
込みと描画を行います。

ホワイトボードページのサイズは必要 
に応じて大きくなります。2 本の指を 
使用してホワイトボードとピンチをドラッ
グすると、ズームできます。

ホワイトボードの図面を保存するに 
は、そのホワイトボードを電子メール 
として送信します。これを行うデバイ 
スが設定されている場合は、[電子メ 
ール] ボタンをタップし、受信者のアド 
レスを入力します。ホワイトボードはPDF  
フォーマットで送信されます。

画面の下部から上にスワイプすると、 
タスクスイッチ機能が開きます。開い 
ているアプリケーション、現在のホワ 
イトボード、およびホーム画面が表示 
され、切り替えできます。

すべてのホワイトボードを削除するに 
は、コントロールパネルを開いて [セ 
ッションの終了] をタップします。

ホワイトボードについて

ホワイトボード機能
コンテンツ共有

描画または書き
込みを開始する
と、元に戻すボ 
タンとやり直し
ボタンが表示さ
れます

ペンツール: 
長押しで線
の太さを変
更します

消しゴムツー
ル: 長押しで
ホワイトボー
ドをクリアす
るためのオプ
ションが表示
されます

描画する色を選択 付箋: キー
ボードを使
用してノート
を書きます

図形：自動的に
図形を認識し
てクリーンアッ
プします

すべてのホワ
イトボードを
表示し、1 つを
選択します

新しいホワイト
ボードの追加

現在のホワ
イトボードの
削除

白と黒の
キャンバ
スを切り
替える

現在のホワ
イトボード
の複製

ホワイトボードを電子メー
ルの添付ファイルとして
送信する
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セッション中は、ホワイトボード、注釈、 
および Web アクティビティがお使い 
のデバイスに保存されます。休憩を取っ
たり、アクティビティを切り替えるこ 
とができます。その後、ファイルに戻 
り、作業を続行することができます。

次のユーザのためにすべてのホワイ 
トボードとブラウジングデータをクリ 
アして、デバイスからいつでもセッシ 
ョンを終了できます。

デフォルトでは、ホワイトボードと  
Web データは毎日午前 0 時に自動 
的に削除されます。自動クリーンアッ 
プが無効になっているか、または別の 
時間に発生するように設定されてい 
る場合は、システム管理者に問い合 
わせてください。

セッションの概要

セッションを終了して、Board をクリアします
コンテンツ共有

完了したら、コントロールパネルを開き、[セッションの
終了] をタップします。

すべてのホワイトボード、すべてのウェブサイトデー
タ、またはその両方をクリアするかどうかを決定しま
す。ウェブサイトデータを削除するオプションは、ウェ
ブエンジンが有効な場合にのみ表示されます。

1 2
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ビデオコール以外でプレゼンテーション 
に注釈を付けることができます。

画像に注釈を付けるように選択する 
と、その画像のスナップショットが生 
成され、変更はプレゼンテーションに 
影響を与えません。

終了すると、注釈付き画像がホワイト 
ボードとなります。プライバシーの確 
保のために、ホワイトボードはデバイ 
スから削除されます。

注釈を保持するには、Board が設定 
されている場合は、電子メールで送 
信します。

注釈は PDF として送信されます。

注釈について

共有コンテンツに注釈を付ける
コンテンツ共有

通話中ではない場合は、コンピュータの画面を Board 
と共有します。画面をタップして [注釈] ボタンを取得
し、ボタンをタップします。

ツールを使用して注釈を作成し、完了したら [完了] を
タップします。プレゼンテーションを再開することも、
完全に停止することもできます。

1 2

3

注釈付き画像はホワイトボードとして保存されます。上
にスワイプすると、現在のすべてのホワイトボードが
表示されます。別のホワイトボードを追加したり、既存
のホワイトボードを削除したりすることができます。ホ
ワイトボードは、セッションが終了すると削除されます。
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ボードが設定されている場合、1 つ以
上のホワイトボードを電子メールで受
信者に添付して送信できます。

ホワイトボードは PDF フォーマットで
送信されます。

ホワイトボードセッションが終了した
後、ホワイトボードを維持するにはこ
れが唯一の方法です。

注釈について

注釈または描画をメールで送信する
コンテンツ共有

ホワイトボードの [電子メール] ボタンをタップ
します。

ホワイトボードが複数ある場合は、1 つを選択し
て電子メールで送信します。それから、次へ矢印
をタップします。

タップして受信者を追加し、アドレスを入力します。次
に [送信] をタップします。

1 2
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有線タッチのリダイレクト
コンテンツ共有

[Cisco Board] 画面からラップトップを操作できます。これ
は、Windows 10 ラップトップを HDMI ケーブルと USB-C ケーブ
ルを使用して Board に接続している場合に機能します。この機能
は、ドラッグアンドドロップ、描画プログラム、およびマップを含むタ
スクに適しています。

通話のリダイレクト機能は、ローカルで共有している場合または通話
中に共有している場合に使用できます。

この機能は Windows 10 でテストおよび検証されます。基本機能
は別の OS でも機能する必要があります。

制限事項: 

• タッチリダイレクトを使用しているとき、共有画面上でコメントを
使用できません。

• タッチリダイレクトを使用している場合、Board の音量調節は利
用できません。ラップトップの音量コントロールを使用します。

• Board に Touch 10 または Room Navigator コントローラが接
続されている場合は、USB-C ケーブルが Board に接続されてい
るときにセルフビューを動かすことはできません。

ブラウザのドラッグアンドドロップを有効にする

ブラウザでドラッグアンドドロップするためにタッチリダイレクトを使
用するには、ブラウザ上でこれを有効にする必要があります。

• Chrome: chrome://flags/#touch-eventsに移動し、有効に設
定します。

• Firefox: 設定に移動してDom.w3c_touch_events.legacy_
apis.enabled = trueを設定します。

• Edge: フラグに移動します。タッチイベントを有効にする = 常に
オンに設定します。

Windows 10 ラップトップでタッチリダイレクトを使用する

1. タスクバーの日付と時刻の横にあるアクションセンターを選択
し、[タブレットモード（Tablet mode）] をオンにして、ラップ
トップをタブレットモードに切り替えます。

2� HDMI ケーブルと USB-C ケーブルを使用して、ラップトッ
プを Board に接続します。Usb-C-USB-C ケーブルまたは 
USB-C-USB-A ケーブルを使用することができます。

3. メモ: USB-C-USB-A: より長いケーブルの長さに対応した 
ケーブルがサポートされています。

4� タッチリダイレクトは、Board が自動共有用にセットアップさ
れている場合はすぐに使用できます。使用できない場合は、 
ボードのユーザインターフェイスから [共有] を選択します。

タッチリダイレクトを使用している間に Board 上の他のアクティビ
ティに切り替える場合は、画面の下部から上にスワイプして別の画
面またはアプリを開きます。

メモ：この機能は、S シリーズ Board でのみ利用できます。
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Web app は、デバイスのホーム画面からアク 
セスできるウェブページまたはアプリケーション 
です。ローカルで、または通話中に web app  
を共有したり、web app で作業することができ 
ます。

Web app は全画面で起動し、使用されていな 
い場合は 15 分後に時間切れになります。Web  
アプリはインタラクティブな場合があります。

通話中に web app を開いた場合は、web app  
が自動的に共有されます。通話中は web app  
をプレビューできません。

音声を再生するが、音量調節ができない Web  
アプリを提示する場合は、参加者と共有してい 
る音声を調整できません。

キャッシュ、Cookie、ローカルストレージなどの 
データは、セッションが終了すると自動的にクリ 
アされます。

Web アプリは、デバイスの設定メニューから直 
接追加、削除、および編集できます。

コントロールパネルを開き、[デバイスの設定]  
をタップします。[Web apps の管理] までスク 
ロールしてタップします。Web app を追加し、 
すでに存在するアプリを編集または削除でき 
ます。

UI 内線エディタで設定されたすべての web  
app は、[外部管理Web Apps] の下の web  
apps の一覧に表示されますが、デバイスで編 
集や削除はできません。

Web アプリについて

Web アプリ
Web アプリ

3535
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Board は、ビデオミーティングをスケ
ジュールできる管理システムに接続
されている場合があります。お使いの
デバイスに、スケジュールされている
ミーティングが表示されます。

ミーティングに参加するには 参加を
タップします。

ミーティングがすでに開始している
場合は、参加することができます。

[デバイス] 画面にスケジュールされ
たミーティングが表示されると、デバ
イスはスタンバイからウェイクアップ
します。

ミーティングへの参加

スケジュールされたミーティングに参加する
スケジュールされたミーティング

ミーティングが始まると、ミーティングへの参加を促すプロンプトが表示されます。[参加] 
をタップします。
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Board は、Webex に接続されている
管理システムに接続されている場合
があります。Webex ボタンをタップし
ます。受信した招待にあるミーティン
グ番号を入力するよう求められます。 
参加をタップしてミーティングに参加
します。

ミーティングへの参加

Webex ミーティングに参加する
スケジュールされたミーティング
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[通話] ボタンをタップして連絡先リス
トを開きます。連絡先リストは、次の 3 
つの部分から構成されています。

お気に入り。これらの連絡先はユー
ザによって配置されています。これら
のエントリは、頻繁にコールするか、ま
たは迅速にアクセスする必要がある
場合に使用します。

ディレクトリは通常、ビデオサポート
チームによってデバイスにインストー
ルされた企業ディレクトリです。

最近は、発信、受信、不在着信のリスト
です。

発着信履歴からのエントリの削除
は、Web インターフェイスでのみ行う
ことができます。

連絡先リストについて

お気に入り、発着信履歴、ディレクトリ
連絡先



D15506.01Cisco Webex Desk シリーズのユーザーガイド1 月2023
All contents © 2023Cisco Systems, Inc. All rights reserved

41

お気に入りは、頻繁に通話する、また
は簡単にアクセスしたい相手を含む
連絡先リストです。

お気に入りは、発着信履歴 または デ
ィレクトリリストから選択するか、手動
で入力します。

お気に入りについて

通話中にお気に入りに追加する
連絡先

通話中に画面をタップして通話制御を取得し、[参加
者] ボタンをタップします。

参加者をタップして [お気に入り] に追加します。

1 2

3

[お気に入り] をタップします。メニュー以外の場所を
タップしてメニューを閉じます。
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お気に入りは、頻繁に通話する、また
は簡単にアクセスしたい相手を含む
連絡先リストです。

[お気に入り（Favorites）] は、[発着 
信履歴（Recents）] または [ディレク 
トリ（Directory）] リストから選択する
か、手動で入力できます。

お気に入りについて

非通話時にお気に入りに追加する
連絡先

通話中ではない場合は、[発信] をタップして [連絡先] 
リストを開きます。[最近の履歴] または [電話帳] を
タップして、[お気に入り] に追加するエントリを検索し
ます。

お気に入りリストに追加するエントリをタップします。
連絡先カードのスターボタンをタップすると、その人
がすぐお気に入りとなります。または、[詳細] ボタンを
タップします。

1 2

3 4

[お気に入り] をオンまたはオフに切り替えます。 
メニュー以外の場所をタップして終了します。

[お気に入り] リストからエントリを削除するには、[連絡先] 
リストの [お気に入り] に移動して、この手順を繰り返し
ます。
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お気に入りはいつでも更新できます。

お気に入りについて

お気に入りを編集
連絡先

[発信] をタップして、連絡先リストを開きます。[お気に
入り] をタップします。

編集する人物をタップします。ここで、その他をタップ
します。

1 2

3

エントリを編集し、キーボードで [保存] をタップして終
了します。それ以外の場合は、連絡先カードの U ターン
型の矢印をタップするか、カード外部の任意の場所を 
タップして終了します。
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カメラを機械的にブロックするオプ 
ションが存在しないデバイスで、カメ
ラからのビデオ送信を制御します。

ビデオオフについて

カメラをオンとオフを切り替える
カメラ制御

通話中に画面をタップして通話制御を取得します。 [ビデオの停止] ボタンをタップします。[ビデオの開
始] タップしてビデオの発信をオンに戻します。

1 2
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セルフビューには、自分デバイスから
他の人に見えるものが表示されます。
これを使用すると, 他の参加者に見
せるべき適切な画面が見えているこ
とを確認できます。

通話中と通話中以外の両方で、画面
の周りにセルフビューを表示、調整、 
移動できます。

任意のタイミングでセルフビューを
確認するには、コントロールパネルを
開きます。カメラが開いている/オン
の場合は、その場所にセルフビューが
表示され、必要に応じて全画面に展開
できます。全画面を終了するには、コン
トロールパネルを開き、もう一度 [全
画面] をタップします。

セルフビューを非表示、通話中に表
示、または常に表示に設定するには、
コントロールパネルの [セルフビュ
ー] ボタンをタップします。

セルフビューについて

通話中または通話中以外のセルフビューへのアクセスと調整
カメラ制御

カメラの電源が入っていることを確認してください。 
通話中に画面をタップすると、その通話の上にセルフ
ビューが開きます。その後、セルフビューの右上隅の
ボタンをタップし、非表示、通話中に表示、または常に
表示するに表示設定を変更します。

通話中、または通話を終了した状態でコントロールパ
ネルを開き、[セルフビュー] ボタンをタップすると、 
同じ設定ができます。

非表示を選択しても、セルフビューはコントロールパネ
ルに表示され、そこで同じオプションを利用できます。

1 2
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セルフビューには、デバイスから他の
人に見えるものが表示されます。これ
を使用すると, 他の参加者に見せる
べき適切な画面が見えていることを
確認できます。

通話中と通話中以外の両方で、画面
の周りにセルフビューを表示、調整、
移動できます。

セルフビューについて

セルフビューを移動する
カメラ制御

セルフビュー画像をタップして長押しします。画面の
新しい位置にドラッグアンドドロップします。

指を離すと、新しい場所に画像が表示されます。

1 2
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自動カメラモードを選択すると、ミーテ
ィング中に手動でカメラを操作するこ
となく、デバイスとミーティングを最適
に表示できます。通話中かどうかに関
係なく、カメラモードを変更できます。

使用可能な自動モードは、管理者が
設定した設定によって異なります。

• グループ。カメラは、調整してすべ
ての人を表示します。

• フレーム。カメラは、個人または小
規模なグループでズームして表示
されます。

• スピーカー。カメラは、話している
人物に追従します。スピーカート
ラッキングが動作する最大距離は 
7.5 m です。

お使いの Board に Touch 10 または 
Room Navigator を接続している場
合は、いずれかを使用してカメラの表
示を制御することもできます。

カメラモードについて

自動カメラモードの選択
カメラ制御

通話中、または通話を終了した状態で、コントロールパ
ネルを開いて [カメラ] ボタンをタップします。カメラ
モードで [自動] を選択します。

カメラモードを選択します。コントロールパネルの外を
タップして終了します。

1 2
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カメラのズーム、パン、および傾きを
手動で制御できます。

カメラを手動で調整する場合、気に
入ったビューがあれば保存して再度
使用できます。定義済みのズームお
よびカメラ方向でカスタムビューを
作成して保存するには、Board に接
続されたタッチコントローラを使用す
る必要があります。Board にタッチコ
ントローラが接続されている場合は、

『RoomOS 11.1 Room Series ユー
ザーガイド』を参照してください。

手動カメラ制御について

カメラを手動でコントロールする
カメラ制御

通話中、または通話を終了した状態で、コントロールパ
ネルを開いて [カメラ] ボタンをタップします。カメラ
モードで [手動] を選択します。

または、セルフビューの画像をタップし、[カメラ]  
ボタンをタップします。

コントロールを使用して、カメラのパン、傾き、ズームを
行います。画面の他の場所をタップして終了します。

1 2
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ビデオコール中に、他のデバイスにリ
モート制御可能なカメラが 1 台以上
ある場合、自分のデバイスからそれら
のカメラを制御できます。

遠端デバイスによって、カメラが発言
者に追従するスピーカーモードを有
効にしているか、または最適表示を使
用している場合、カメラをリモートで
制御できません。

カメラプリセットにリモートアクセス
することはできません。

遠端カメラについて

遠端カメラ制御
カメラ制御

通話中に画面をタップして通話制御を取得します。次
に、[参加者] ボタンをタップします。

制御対象のカメラを持つ参加者を選択します。次に  
[カメラ制御] をタップします。

1 2

3

リモートカメラの傾き、パン、ズームをカメラ制御ボタン
で調整します。完了したらカメラ制御以外の場所をタッ
プします。
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コントロールパネルを開くには、画面 
の右側からスワイプするか、またはホー 
ム画面の右上隅にあるボタンをタッ 
プします。カメラが開いている場合は、
上部のパネルにセルフビューが表示 
されます。コントロールパネルに次の 
情報が表示されます。

• カメラ制御
• 自画面
• 背景
• マイクのオプション
• Standby
• 画面の明るさ
• デバイスの音量/スピーカー
• デバイス設定へのアクセス
• セッションの終了（ホワイトボードま

たは注釈を作成している場合）
[設定] メニューを開くには、右にスワ 
イプしてコントロールパネルにアク 
セスします。次に、[デバイス設定] を 
タップします。メニューが開き、スクロ 
ールできます。通話中の場合、メニュ 
ーが通話の上にダイアログとして開 
きます。

使用可能な設定は、管理者によって制 
限されている場合があります。

設定へのアクセス

コントロールパネルとデバイス設定
設定

[設定] メニューで、デバイスの
情報を確認したり、設定をいくつ
か変更したりすることができます。

• 概要 - ビデオアドレス情
報、IP および MAC アドレ
ス、SIP プロキシ、および現在
のソフトウェアのバージョンを
提供します。

• 問題と診断
• Bluetooth の有効化および

無効化
• 着信音を選択してボリューム

を設定する
• 音楽モードをオン/オフにし

ます。
• ホワイトボードの外観を切り

替える
• 電話サービスの選択
• 有線またはワイヤレス（Wi-

Fi）接続から選択します
• デバイスを再起動します
• 工場出荷時リセットを実行し

て、工場出荷時のデフォルト
設定に戻します。これを行 
うと、現在の登録が失われ 
ます。工場出荷時の状態への
リセットを元に戻すことはで
きません
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